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生薬による口腔内細菌のバイオフィルム形成阻害効果	

■背景・目的

口腔細菌が形成するバイオフィルム歯周炎などの口腔疾患にとどまらず，誤嚥性肺炎や，心筋炎など全身性

疾患との関わりが報告されている。本研究では生薬の口腔内細菌のバイオフィルム形成阻害作用，及びバイオ

フィルム制菌作用の有無を検討する。本研究の成果により，口腔内（Streptococcus、Fusobacterium）のバイオフ
ィルム形成の阻害効果が得られた場合や，形成されたバイオフィルムを減少させる効果が得られた場合，生薬

での口腔内洗浄を行うことで誤嚥性肺炎や様々な全身性疾患の予防につながる。また，鼻腔内（Pseudomonas，
Candida，Staphylococcus）に含まれる菌に対しても，バイオフィルム形成の阻害効果や，形成されたバイオフィ
ルムを減少させる効果が得られた場合，生薬でのうがい等で鼻腔内から咽頭への流入を減少させる効果が期待

でき，特に高齢者に多い誤嚥性肺炎の防止に繋がる可能性が見込まれる。

■結果・考察

約 107	 CFU/mL の MRSA T31 株 ,
Streptococcus. mutans PAO1-I 株 ，

Fusobacterium. nucleatum を,	最終濃度を
200	µg/mL の生薬サンプルが入った培地に
加え,	MRSA T31,	および PAO1-Iは好気条
件で,	S. mutans UA159,	およびF. nucleatum 
は嫌気条件で,	37℃,	24時間培養し，バイ

オフィルム形成阻害効果を検討した。	

その結果，抑制率が 75%以上の生薬が，

MRSA T31株において17種，F. nucleatum
では８種，S. Mutansでは２種得られた。更
にCandida. Albicansを用いて検討したとこ
ろ，３種の生薬に抑制が見られた。

以上の結果から，生薬が示すバイオフィル

ム形成阻害に対する効果は，菌種によって

その効果に違いが見られることが明らかと

なった。これらの効果は，全て殺菌効果では無いことを確認しており，生薬が持つバイオフィルム形成に特化

した阻害効果である可能性が高い。

■結論

生薬が直接口腔細菌のバイオフィルム形成を阻害することが明らかとなったことから，今後，形成されたバ

イオフィルムに対する分解効果も検討していく予定である。	
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